
 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニュースレター 第４号 発行：２００６年１２月 

第３回推進協議会を 
開催しました 

 

 
 
（１）中部地方の日本風景街道の状況について 
（２）国の支援金について 
（３）癒しともてなしの風景街道「熊野古道伊

勢路」実施計画策定について 
  ○実施計画の目的、スケジュール等の説明 
  ○フリートーク（２班に分かれての意見交換） 
（４）その他 
  ○取組の紹介 
   ・馬越峠･尾鷲市部会 
   ・古道魚まち歩観会 
  ○シンポジウムの案内 

議事次第 

実施計画策定の目的、進め方に
ついて事務局より説明 

推進協議会や地区別会議の間

に聴き取りや交流空間各部会
を開催し、実施計画に関する意

見を聞かせていただきます。 
 
■聞き取りの予定 
H18.12～H19.2  
・三重県トラック協会紀南支部 
・ア・ピース・オブ・コスモス 
・うどの地区花づくりグループ 
・熊野古道花街道 
・大内山婦人会ピュアグリーン 
・花の窟花街道 
・膳 
・各行政団体 
 
■交流空間各部会の予定 
H18.12～H19.2  
○馬越峠・尾鷲市部会 
○古道魚まち歩観会 
○馬越峠・海山部会 
○松本峠・熊野市部会 
○風伝峠部会 
○熊野川部会 

第４回推進協議会 

 

第３回推進協議会 

 

地区別会議① 

 

地区別会議② 

 

紀北 紀南 

紀北 紀南 

ホームページの作成 

※当地域に言い換えると・・・ 
熊野古道を通じて訪れる人が魅力を感じ、

「来て良かった」と思え、地元の人が地域に
誇りを持って活き活きと生活すること 

１１月２８日（火）、三重県尾鷲庁舎大会議

室で、『癒しともてなしの風景街道「熊野古道

伊勢路」』の第３回推進協議会を開催しました。 

今回は、今後の進め方や実施計画策定につい

て、紀北と紀南に分かれてのフリートークなど

を実施しました。 

今回のニュースレターでは、この推進協議会

の概要についてお伝えします。 

実施計画策定以外の内容 
・道路修景計画に対する意見交換 
・実施計画のＰＲ内容についての検討 

国の支援対象取組を募集！ 

国の支援金を必要とする取組を募集します。

現在の取組で資金が足りないとか、支援金を用

いて新しい取組をしたい場合などに使えます。 

・１団体当り 10万円まで。 

 ・12月 15日までに申請書を事務局に 

提出してください。 

    まずは、ご相談ください 

日本風景街道とは何か再確認しました。 

◆日本風景街道の目的 

『自然、歴史、文化、風景などをテーマとし

て、「訪れる人」と「迎える地域の」豊かな

交流による地域再生を目指した美しい街道

づくり』 

実施計画の効果について、次の３つを確認し

ました。 

①地域の魅力や取組などをピーアールするこ

とにより訪れる人が魅力を感じること、地元

の人が誇りを持つことができる 

②推進協議会の一体感を高め、各々の団体の連

携や助け合いにより、広く充実した取組が実

現するようになる 

③国に取組をアピールすることができ、全国へ

の情報発信や取組実施への助言なの支援を

もらうことができる 

 

スケジュールは次の通りとしました。 



紀南地区では、実施計画の内容から各団体

の取組の課題まで幅広い意見交換ができまし

た。 

○実施計画の進め方として、短期・中期・長

期とする。まずは短期の改革から。 

○地域全体の情報交換、連携した情報が必要。 

○宿泊が課題。この地域の特色を出す。食の

特色や夜のすごし方など 

○この地域の良さのＰＲが重要。熊野古道の

ブランドを確立することを考える。 

○峠という言葉はキャッチフレーズにいい。 

○花の維持の方では、高齢化が問題。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ・連絡先はこちら 
**************************************** 

【事務局】 

◎三重県 県土整備部 高速道・道路企画室 

（担当：鈴木
す ず き

、堀
ほり

） 

TEL ：059-224-2739 

   FAX ：059-224-2310 

◎三重県 県土整備部 景観まちづくり室 

（担当：川北
かわきた

、福井
ふ く い

） 

TEL：059-224-2747 

  FAX：059-224-3161 

**************************************** 

次の推進協議会の開催は 
次回は、紀南と紀北に分かれて地区別の会

議を開催していきます。 

◆地域別会議（紀南）１２月１８日 

◆地域別会議（紀北）１２月２０日 

紀北地区のフリートーク 
 

紀南地区のフリートーク 

紀北地区の方々により活発に意見交換され

ました。計画づくりに配慮すべき点から具体的

な取組について様々な意見がでました。 

○マップの配布はよいが、駅～まち中～峠のつ

ながりにも配慮する 

○宿が弱い。宿自体の情報発信が必要では。 

○ＦＭラジオで今の情報を流すこともよい。 

○訪れた人のための情報が不足している。 

○雨の場合の利用について考える。 

○道で連携を図る必要がある。 

馬越峠・海山部会 田上さんによる説明 

熊野川部会 高橋さんによる説明 

・馬越峠･尾鷲市部会 

  尾鷲市内の熊野街道にあんどん 2000 個

を灯し、幻想的な雰囲気を出しました。 

・古道魚まち歩観会 

  近江八幡に街並み視察と現地NPOとの交

流を行いました。 

日本風景街道戦略会議の 
視察で高評価！！ 

中部地方風景街道連絡会が 
組織されました 

室谷会長から日本風景街道戦略会議視察の
評価について報告がありました。 
視察していただいた石田委員のレポートが

日本風景街道のホームページに掲載されまし
た。私たち取組は高い評価を得ています。 
・熊野古道は、自然及び歴史・文化資源に恵ま
れている。 

・まちづくり活動や熊野古道の修復活動など、
シーニックバイウェイとしてふさわしい活
動である。 

・国道４２号沿いの花壇の活動は、癒しともて
なしの心が伝わる活動である。 

各団体の最近の活動報告 

中部地方の日本風景街道の団体１０団体で

中部地方風景街道連絡会が組織されました。 

中部地方の団体が集まって、意見交換や情報

共有を行っていくことを目的とし、１１月２４

日に高山で設立総会がなされ、室谷会長が出席

し、風景街道「熊野古道伊勢路」推進協議会の

取組を紹介しました。 

 


